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1･　本研 究は現代 の青 少年 の疲労状態を調査し ，これ

を検討し て生活指 導に役 立てることを目的 とする。

2.　昭 和41年 ５月下 旬から６月上 旬にかけて東 京都の

中学生 ・高校生 ・短大生 にCMI 三重方式 による健康調

査 を計女 子530 名 に， 日本 産業 疲労委員会の自覚症状調

査 を計女 子324 名 に実施し た。 調査資料は青少年 の発達

段 階別に分け，なお,  CMI 三重方式調査 では睡眠時 間・

勉強時間の項目別に検討 した。 さらに短大生については

生 活場所 による相 違，平 日と土曜日との相違，エネルギ

一消費量と の関係等について考察を試みた。

3.　CMI 三重 方式調査においては総体的にみて高校

三年生 の愁 訴数が高い。 身体的愁訴数は睡眠時間に反比

例し ，勉強時間に おい ては中学生では正比例し て い る

が， 高校・短大生では一定し ない。 自覚症状調査におい

ては精神的 項目の訴数頻度が高 く，神経感覚的訴数頻度

は低い。し かし ，身体的・精神的・神経感覚的にもすべ

て高校３年生が一番訴数頻度が高い。つぎに短大生 にお

いてはその生活場所が下宿・親戚知人 の家に居住す る者

が自宅・下宿に居住するものより愁訴数が高い。ま た，

平日と土曜 日では土曜日 の方が低い。エネル ギー消費量

との関係では愁訴数の多い者が余暇的エネル ギーを多 く

消費している。こ の結果は余暇 のあ り方に問題があ るこ

とを示唆す るも のと考えられ る。


